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謬
　　　　　　　切々グ野ンタムの謡ウ浄ン祭
　本誌第72號の第87頁に記した通り，去る3月B－20日の三日間，英國に
於けるニウトンの故郷グランタム市に於いてニウトンの二百年祭が學行さ
れナこのであるが，最近に入手したロンドン・タ／ムスを見るこ，此の會合
の模霞や當日の爲眞等が載ってみる．一それに嫁るS，一V一　一一。ダィソン，
サー・1・ムソン其の他の学理ナこちの紀念講演があっナこ四所はグランタム市
のキングス學校（King’s　School）の欝校舎（01d　Schoo1）であって・此れ
が郎ち，其の昔ニウトンの學んだ學辛々舎なのである，
　講演會では，先づ，軍士院幹事ジーンス博士が座長嘱して一場の演説を
試み，ニウトンが理上上の最大偉人であるこε，恐らく全世界の入類が生
んだ最大智者であるこE，殊に天然界の眞理を知らんεする熱望ε，精神
力の幅ε深み，問題のあらゆる方面を見る能力，多くの異説の中の最も正
しいものを適確に採略する力，及び，迅速に結果へ到着するこE等に於い
て，非常に優れてみたこミを蓮べ，爾，其の精紳的素養の完全なりしこε
を著しき特徴Eして暴げナこ．
　ジーンス博士の後，サー・トムソン，サー。ダイソン，ラム博士，バー
ディ教授等がいろいろの立場からニウトンの業蹟を講演し仁（此等の講演
要旨は追って本誌紙上に澤出する筈である）．
　其の日の午後，グランタム市より数マイル南にあるウルストーブ村にあ
るニウ1・ンの生れずこ家へ，來識者一同は集まつナこ．かの1666年，果實が枝
から落ちるのを見てニウトンは引力の法則を襲回したε傳へられる林檎の
樹も此の家の庭にあっナこ．
　記念晩餐會の席上，サー・トムソン数授は「ニウFンの思ひ出」Σ題し
て一場の演説をし，ニウトンの論敵であるラaブニツが，「藪學上に於い
英國グランタムのニウトン祭 259
て，大昔しから其の造血までの間になされt　ge見の大部分はニウトンの敷
蹟である」ミ言つtこEがあるε述べナこ．
　3月20日記念祭の最終日には，バーンガム市の監督（Bishop）が，グラン
タムの懸盤堂に於いて記念説教をしte．
　今回の記念事業εして，5000ボンドの奨學資金が募集せられ，織れはニ
ウトンが學んだキングス踊躍の現今の生徒中優秀な者に與へられる筈であ
る．（山本）
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去ろ5月20日，英國に於いてニウトンの記念祭の日，約15G名の學者ナ：
ちがニウトンの誕生しナこウ）vストーブの家々訪ね7二時の篇眞
